
コロナ禍の折、約１年半休会していたあさひやまライフネット

の健康ステーション事業が 7 月より再開しました。 

そこで今回は役員さんたちの想いをうかがいました。 

◆森井会長より          埼玉県では飯能市が消滅可能性都市に入っ

ていますが、この街に住んでいる人が長く充実した生活が送れる

ように、これからも健康ステーション事業を通じて、地域に貢献

していきたいと思っています。【写真下段中央】 

◆久保田統括部長より         長らく休会していたため、会員の皆さ

んが来てくれるかと心配でしたが、大勢の人が参加してくれてコ

ーヒータイムの時なども、皆さんが楽しそうにお喋りをしている

姿を見られてよかったです。【写真上段中央】 

◆新規役員さん達より          知り合いの方から声をかけていただき

参加しました。会員さんたちが、とてもお元気なので楽しいです。

外に出かけることでお洒落にも気を遣うようになって、皆さんか

らいろんな情報が聞けるのも楽しいので続けたいです。 

新規会員さんへブレイン HQ の説明をして、理解していただくこ

とが難しかったが、自分の脳トレにもなっていると感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

じぶんのところがあることで、 

◆をされていかがですか♪ 

社会福祉法人飯能市社会福祉協議会 （美杉台地区行政センター内） 

原則 火～金曜日（祝祭日を除く） 9：15～16：15 在室      

Ｅメ―ル station-misugidai@hannosyakyo.or.jp 

※担当者が不在の場合、電話は飯能市社会福祉協議会事務局（総合福祉センター内）へ転送されます。 

  

※注意）コロナの感染状況によっては、中止にな

る場合がありますので、ふくしの森ステーション

みすぎだいまでお問い合わせください。 

☎こちらへお問い合わせください 

役員の皆さんの笑顔が素敵です！ 

会員さんたちも和気あいあいと楽しんでいます♥ 

 “ふくしの森ステーションみすぎだいだより”は各自治会のご協力で回覧しています。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

健康ステーション事業再開です‼ 

 

“ふくしの森ステーション”は地域の何でも相談窓口です。 
・社会福祉協議会職員のコミュニティソーシャルワーカーが活動する地域の拠点です。 

・地域福祉活動を支援します。 

・日頃から悩んでいること、不安に感じていることがありましたらご連絡ください。 

・ボランティア活動に関する相談にもお応えします。 

◆活動目的 

健康長寿のための地

域の取り組みです！ 

◆内容 

①脳トレーニング 

②筋力トレーニング 

③コミュニケーション

トレーニング ブレイン HQ 

マットス 

ペグ 

アモーレ 

コーヒータイムのひと時            
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地域ふくし発 見
飯能市内の地域福祉に関する素敵な活動や取組みを

ふくしの森ステーションのCSW（コミュニティソーシャル

ワーカー）が取材・発信していきます。

！
「マロウドの会」

「“ああ、これでいいんだ”という
気持ちが家庭にもつながっていく。」

今回ご紹介するのは「ひきこもり」、「不登校」と
呼ばれている子どもを持つ親の自助グループ「マロウ
ドの会」。平成１７年に６名のメンバーから始まり、
現在では、県内外から３４名の親が参加しています。

「まずは相談先を探すこと。
悩みを抱え込むのはよくない。」

「マロウドの会」の情報
【定例会】毎月第１（水）１３：３０～
会 場 日高市総合福祉センター「高麗の郷」

もしくは
毛呂山町福祉会館「ウィズもろやま」

【日曜サロン】毎月第３（日）１３：３０～
会 場 日高市総合福祉センター「高麗の郷」

【年会費】 ２，０００円
【問合せ】 📞090-5575-7054（代表者齊藤）

飯能市健康づくり支援課の保健師など、他の専
門職とともに、あなたの気持ちに寄り添ってお話
を伺います。ひきこもりは誰にでも起こりえます。
悩みを抱え込む前に、あなたのタイミングで、お近く
のふくしの森ステーションまで、ぜひお気軽にご相談
ください。

同じ悩みや問題を抱える親たちが「悩んでいる
のは自分ひとりではなかった」と気づき、ホッと
したり、経験や気持ちを伝えあい、学び、支えあ
う仲間となっています。

「子どものために行くのではなくて、“親自身の
気持ちが楽になるから行くんだ”という気持ち
で来てもらえれば。」
「子どもを無理に外に出そうとしても心が苦しく

なる。まずは親の気持ちが楽になることで、家
庭でも優しく接することができる。」
「いままでの“働かざる者食うべからず”といった
考え方をなくしていくことも大事。働かなくて楽

という子はいない。そこを社会全体が理解して
ほしい。」と代表の齊藤さんは言います。

地域福祉に関する素敵な取組みをふくしの森ステーションの
ＣＳＷ（コミュニティソーシャルワーカー）が取材・発信
していきます。

仕事や学校に行けず家族以外とほとんど
交流がない状態が半年以上続いていること
を言います。
ひきこもり状態にある人が社会に参加でき

るようになるためには、無理をすることなく
行ける場所を増やしていくこと、そのために

地域にお住まいの皆さんの理解が必要です。

よく聞く言葉だけど…
改めて「ひきこもり」って？

「近しい人ほど相談しづらい悩みもある。私自身
も２０年前は人に知られたくなかった。」

「市外の講演会を聞きにいったことで“自分を
責める気持ちが変わっていった”。」

「私自身の経験からも“自分だけでなんとか
しよう”というのはやめた方がいい。思い詰め
て苦しくなるだけ。私もこの会で同じ立場の人と
話せて、気持ちが楽になった。」

マロウドの会では、会員が対象の“学習会”、会員
以外の方も参加できる“講演会”を年数回企画してい
ます。（次回の講演会は１１月を予定。）
見学も受け付けていますので、ご希望の方はぜひ

下記までお問合せください。

“ひきこもり”のお悩みも、
CSWまでご相談ください。

独占インタビュー

最近では60名ほどが
参加する“講演会”

ときにはリフレッシュで
“フラワーアレンジメント”


